
4

《
特
別
賞
　

北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
》

札
幌
光
星
中
学
校

2
年

岡
本　

佳
晃

《
特
別
賞
　

北
海
道
立
文
学
館
賞
》

札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校

5
年

水
野　

夏
帆

《
特
別
賞
　

北
海
道
歌
人
会
賞
》

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校

2
年

齋
藤　

夢
花

《
特
別
賞
　

北
海
道
新
聞
社
賞
》

北
海
道
札
幌
東
高
等
学
校

1
年

細
川　

愛
佳

《
優
秀
賞
》

網
走
市
立
網
走
小
学
校

1
年

吉
田　
　

大

網
走
市
立
網
走
小
学
校

2
年

吉
田　

美
里

札
幌
市
立
西
岡
小
学
校

6
年

伊
部　

智
成

室
蘭
市
立
天
神
小
学
校

6
年

藤
原　

実
柚

安
平
町
立
早
来
中
学
校

2
年

城
畑　

有
玖

立
命
館
慶
祥
中
学
校

2
年

鈴
木　

雛
乃

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校

2
年

千
葉　

香
凜

北
海
道
札
幌
西
高
等
学
校

3
年

小
野
寺
弘
泰

《
佳
作
》

北
広
島
市
立
東
部
小
学
校

2
年

多
門　

花
佳

札
幌
市
立
幌
南
小
学
校

3
年

松
浦　

結
斗

札
幌
市
立
札
苗
小
学
校

1
年

坂
上　

彩
月

札
幌
市
立
中
央
小
学
校

1
年

橋
本　
　

作

札
幌
市
立
篠
路
西
小
学
校

6
年

須
藤　

さ
ち

札
幌
市
立
新
琴
似
小
学
校

4
年

佐
々
木　

優

札
幌
市
立
新
琴
似
小
学
校

4
年

皆
川
蒼
大
朗

札
幌
市
立
手
稲
鉄
北
小
学
校

6
年

菊
地　

舜
弥

江
別
市
立
大
麻
東
中
学
校

2
年

山
内　

星
來

札
幌
市
立
向
陵
中
学
校

1
年

矢
野　

七
雨

札
幌
市
立
東
白
石
中
学
校

2
年

千
葉　
　

縁

登
別
市
立
鷲
別
中
学
校

2
年

尾
﨑　

悠
空

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校

3
年

阿
部　

光
佑

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校

3
年

西
岡　

伊
織

北
海
道
釧
路
湖
陵
高
等
学
校（
定
時
制
）

4
年

森
谷　

麻
未

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校

2
年

鈴
木　

日
毬

《
入
選
》

札
幌
市
立
栄
北
小
学
校

3
年

木
村　

桜
空

札
幌
市
立
桑
園
小
学
校

3
年

安
井　

心
美

札
幌
市
立
中
央
小
学
校

2
年

井
上　
　

椿

札
幌
市
立
日
新
小
学
校

1
年

木
島
ほ
の
り

札
幌
市
立
平
岡
南
小
学
校

3
年

伊
藤
ひ
か
り

札
幌
市
立
伏
見
小
学
校

2
年

三
上　

凛
花

札
幌
市
立
北
陽
小
学
校

2
年

西
山　

陽
也

新
ひ
だ
か
町
立
高
静
小
学
校

3
年

原　
　

万
琴

北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
小
学
校

1
年

石
塚　

立
夏

旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校

4
年

和
田
優
空
音

小
樽
市
立
奥
沢
小
学
校

6
年

成
田　

花
梨

小
樽
市
立
奥
沢
小
学
校

6
年

山
谷　

海
斗

釧
路
市
立
鳥
取
西
小
学
校

5
年

山
根　

悠
聖

札
幌
市
立
北
小
学
校

5
年

松
浦　

梨
瑚

札
幌
市
立
幌
北
小
学
校

6
年

川
村　
　

煌

札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校

5
年

奥　

桜
心
美

札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校

5
年

新
倉　

咲
音

札
幌
市
立
新
琴
似
小
学
校

4
年

五
十
嵐
優
真

札
幌
市
立
新
琴
似
小
学
校

6
年

一
條　

宏
太

札
幌
市
立
新
陽
小
学
校

6
年

上
坂　

亜
季

札
幌
市
立
東
光
小
学
校

5
年

高
橋　

佑
奈

札
幌
市
立
屯
田
南
小
学
校

5
年

枝
元　

凌
大

札
幌
市
立
北
都
小
学
校

5
年

時
田
航
乃
介

札
幌
市
立
北
光
小
学
校

5
年

赤
坂　

璃
子

札
幌
市
立
宮
の
森
小
学
校

6
年

須
部　

玲
瓏

室
蘭
市
立
天
神
小
学
校

6
年

菊
地　

穂
香

旭
川
市
立
中
央
中
学
校

2
年

田
中　

夏
海

網
走
市
立
第
三
中
学
校

2
年

藤
川　

渓
寿

網
走
市
立
第
三
中
学
校

2
年

矢
尾　

実
冬

石
狩
市
立
樽
川
中
学
校

2
年

吉
田　

咲
季

江
別
市
立
大
麻
東
中
学
校

2
年

和
田
明
倖
実

小
樽
市
立
望
洋
台
中
学
校

2
年

成
田　

一
音

釧
路
市
立
共
栄
中
学
校

2
年

笹
川　

歩
夢

釧
路
市
立
共
栄
中
学
校

2
年

髙
瀬　

遥
陽

札
幌
光
星
中
学
校

2
年

住
吉　

康
生

札
幌
市
立
栄
町
中
学
校

1
年

松
倉　

永
和

札
幌
市
立
東
白
石
中
学
校

2
年

中
野　

美
央

入
賞
者
一
覧
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札
幌
市
立
東
白
石
中
学
校

2
年

山
本　

実
空

せ
た
な
町
立
瀬
棚
中
学
校

3
年

川
南　

愛
奈

苫
小
牧
市
立
明
野
中
学
校

2
年

三
浦　
　

星

苫
小
牧
市
立
光
洋
中
学
校

2
年

勝
木　

章
太

登
別
市
立
鷲
別
中
学
校

2
年

野
崎
奈
菜
子

立
命
館
慶
祥
中
学
校

2
年

廣
瀬　

莉
子

池
上
学
院
高
等
学
校

2
年

柏
原
可
奈
子

帯
広
北
高
等
学
校

1
年

藤
村　

瀬
那

帯
広
北
高
等
学
校

2
年

馬
渕　
　

彩

帯
広
北
高
等
学
校

3
年

田
中　

碧
依

帯
広
北
高
等
学
校

3
年

渡
邊　
　

颯

札
幌
市
立
北
翔
養
護
学
校
高
等
部

3
年

堅
田　

真
衣

札
幌
創
成
高
等
学
校

3
年

金
𠮷　

真
暉

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校

3
年

池
田　

有
沙

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校

3
年

小
川　

大
輝

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校

3
年

金
澤　

彩
果

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校

3
年

竹
生　

亮
太

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校

3
年

長
谷
川
愛
唯

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校

3
年

渡
邊　

乃
愛

北
海
道
釧
路
湖
陵
高
等
学
校（
定
時
制
）

4
年

米
澤　

一
哲

北
海
道
札
幌
北
高
等
学
校

3
年

武
藤　

由
奈

立
命
館
慶
祥
高
等
学
校

1
年

名
取
秀
太
郎

立
命
館
慶
祥
高
等
学
校

3
年

今　
　

裕
矢

〇
応
募
状
況

　

応
募
全
作
品　
　
　
　
　

五
，五
一
四
首

　

小
学
一
～
三
年
生
の
部　

四
六
首

　

小
学
四
～
六
年
生
の
部　

一
，八
七
六
首

　

中
学
生
の
部　
　
　
　
　

二
，六
四
二
首

　

高
校
生
の
部　
　
　
　
　

九
五
〇
首

【
団
体
応
募
】

　

小
学
校　
　
　
　

三
四
校　

　

中
学
校　
　
　
　

五
五
校　

　

高
等
学
校　
　
　

九
校

　

特
別
支
援
学
校　

四
校　
　
　
　

　

そ
の
他　
　
　
　

一
団
体　
　
　

計
一
〇
三
団
体

 

団
体
応
募
一
覧

旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校
／
厚
岸
町
立
真
龍
小
学
校
／
岩
見

沢
市
立
第
二
小
学
校
／
岩
見
沢
市
立
中
央
小
学
校
／
岩
見

沢
市
立
南
小
学
校
／
岩
見
沢
市
立
メ
ー
プ
ル
小
学
校
／
恵

庭
市
立
松
恵
小
学
校
／
遠
軽
町
立
白
滝
小
学
校
／
小
樽
市

立
奥
沢
小
学
校
／
小
樽
市
立
手
宮
中
央
小
学
校
／
札
幌
市

立
幌
北
小
学
校
／
札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校
／
札
幌
市
立

三
角
山
小
学
校
／
札
幌
市
立
篠
路
小
学
校
／
札
幌
市
立
篠

路
西
小
学
校
／
札
幌
市
立
新
琴
似
小
学
校
／
札
幌
市
立
新

琴
似
南
小
学
校
／
札
幌
市
立
新
陽
小
学
校
／
札
幌
市
立
澄

川
西
小
学
校
／
札
幌
市
立
手
稲
鉄
北
小
学
校
／
札
幌
市
立

屯
田
南
小
学
校
／
札
幌
市
立
西
岡
小
学
校
／
札
幌
市
立
二

条
小
学
校
／
札
幌
市
立
平
岡
南
小
学
校
／
札
幌
市
立
北
都

小
学
校
／
札
幌
市
立
み
ど
り
小
学
校
／
札
幌
市
立
山
の
手

南
小
学
校
／
中
富
良
野
町
立
西
中
小
学
校
／
函
館
市
立
東

山
小
学
校
／
富
良
野
市
立
扇
山
小
学
校
／
別
海
町
立
別
海

中
央
小
学
校
／
北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
小
学
校
／
室

蘭
市
立
天
神
小
学
校
／
湧
別
町
立
開
盛
小
学
校
／
旭
川
市

立
桜
岡
中
学
校
／
旭
川
市
立
中
央
中
学
校
／
厚
真
町
立
厚

南
中
学
校
／
網
走
市
立
第
三
中
学
校
／
安
平
町
立
早
来
中

学
校
／
石
狩
市
立
樽
川
中
学
校
／
岩
見
沢
市
立
上
幌
向
中

学
校
／
岩
見
沢
市
立
北
村
中
学
校
／
枝
幸
町
立
枝
幸
中
学

校
／
枝
幸
町
立
枝
幸
南
中
学
校
／
恵
庭
市
立
恵
み
野
中
学

校
／
江
別
市
立
大
麻
東
中
学
校
／
遠
軽
町
立
白
滝
中
学
校

／
遠
軽
町
立
南
中
学
校
／
置
戸
町
立
置
戸
中
学
校
／
小
樽

市
立
桜
町
中
学
校
／
小
樽
市
立
銭
函
中
学
校
／
小
樽
市
立

望
洋
台
中
学
校
／
小
樽
市
立
北
陵
中
学
校
／
帯
広
市
立
川

西
中
学
校
／
神
恵
内
村
立
神
恵
内
中
学
校
／
北
見
市
立
お

ん
ね
ゆ
学
園
／
清
里
町
立
清
里
中
学
校
／
釧
路
市
立
共
栄

中
学
校
／
釧
路
町
立
別
保
中
学
校
／
黒
松
内
町
立
黒
松
内

中
学
校
／
札
幌
市
立
北
野
台
中
学
校
／
札
幌
市
立
栄
南
中

学
校
／
札
幌
市
立
札
苗
中
学
校
／
札
幌
市
立
信
濃
中
学
校

／
札
幌
市
立
定
山
渓
中
学
校
／
札
幌
市
立
屯
田
北
中
学
校

／
札
幌
市
立
東
白
石
中
学
校
／
札
幌
市
立
平
岸
中
学
校
／

札
幌
市
立
北
都
中
学
校
／
札
幌
市
立
前
田
中
学
校
／
札
幌

市
立
真
駒
内
中
学
校
／
札
幌
市
立
宮
の
丘
中
学
校
／
札
幌

市
立
も
み
じ
台
中
学
校
／
せ
た
な
町
立
瀬
棚
中
学
校
／
滝

川
市
立
開
西
中
学
校
／
伊
達
市
立
光
陵
中
学
校
／
千
歳
市

立
東
千
歳
中
学
校
／
天
塩
町
立
天
塩
中
学
校
／
苫
小
牧
市

立
明
野
中
学
校
／
苫
小
牧
市
立
光
洋
中
学
校
／
沼
田
町
立

沼
田
中
学
校
／
登
別
市
立
登
別
中
学
校
／
登
別
市
立
鷲
別

中
学
校
／
函
館
市
立
五
稜
郭
中
学
校
／
東
神
楽
町
立
東
神

楽
中
学
校
／
富
良
野
市
立
麓
郷
中
学
校
／
む
か
わ
町
立
穂

別
中
学
校
／
立
命
館
慶
祥
中
学
校
／
稚
内
市
立
潮
見
が
丘

中
学
校
／
旭
川
実
業
高
等
学
校
／
帯
広
北
高
等
学
校
／
北

海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校
／
北
海
道
釧
路
工
業
高
等

学
校
／
北
海
道
釧
路
湖
陵
高
等
学
校（
定
時
制
）／
北
海
道

釧
路
商
業
高
等
学
校
／
北
海
道
札
幌
白
石
高
等
学
校
／
北

海
道
札
幌
西
高
等
学
校
／
北
海
道
蘭
越
高
等
学
校
／
札
幌

市
立
北
翔
養
護
学
校
／
北
海
道
千
歳
高
等
支
援
学
校
／
北

海
道
手
稲
養
護
学
校
三
角
山
分
校
／
北
海
道
函
館
聾
学
校

／
国
語
専
門
塾
み
が
く
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第
16
回 

北
海
道 

小･

中･

高
生 

短
歌
コ
ン
テ
ス
ト　
【
講
評
】

歌
人
・（
公
財
）北
海
道
文
学
館
評
議
員　

阿
知
良　

光
治　

　

今
回
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、全
体
的
に
応
募
数
が
減
少
し
、昨
年
よ
り
二
，〇
三
一
名
少
な
い
五
，五
一
四
名
で
し
た
。学
校
の
事

情
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
昨
年
ま
で
は
毎
年
増
加
し
て
い
ま
し
た
の
で
残
念
に
思
い
ま
す
。
応
募
し
た
学
校
は
一
〇
二
校
で
、
特
別
支
援
学
校

が
四
校
あ
り
、そ
の
ほ
か
学
習
塾
か
ら
の
応
募
も
あ
り
ま
し
た
。
第
一
次
審
査
通
過
者
は
三
三
九
名
、
第
二
次
審
査
に
残
っ
た
の
は
二
二
二
名
、そ

の
う
ち
入
選
は
八
八
名
で
し
た
。
審
査
に
当
た
る
私
た
ち
は「
今
年
も
心
に
残
る
素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
合
え
ま
す
よ
う
に
」と
期
待
し
な
が
ら

慎
重
に
審
査
に
当
た
り
ま
し
た
。入
選
以
上
の
作
品
は
厳
し
い
審
査
を
通
過
し
た
い
ず
れ
も
優
秀
な
作
品
で
す
。

　

今
年
も
昨
年
同
様
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
作
品
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。
短
歌
は
時
代
を
表
す
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
時
代
の
状
況

を
短
歌
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
の
で
す
。
身
近
な
出
来
事
を
自
分
な
り
に
素
直
に
表
現
す
る
こ
と
で
、
読
む
者
の
心
に
届
く
作
品

に
な
り
ま
す
。
最
終
審
査
に
残
っ
た
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
発
達
段
階
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、
身
の
回
り
の
生
活
の
様
子
が
素
直
に
う
た

わ
れ
て
お
り
好
感
が
持
て
ま
し
た
。
な
か
で
も
特
別
賞
に
輝
い
た
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
の
跡
が
見
ら
れ
独
自
の
見
方
考
え
方
が
際
立
っ
て
お

り
、素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。

　

今
後
も
基
本
を
大
切
に
し
て
、
日
々
の
暮
し
の
中
で
見
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
飾
ら
ず
に
う
た
う
と
、
良
い
作
品
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
上

で
自
分
な
り
の
表
現
の
工
夫
を
す
る
と
さ
ら
に
良
い
作
品
に
な
り
ま
す
。
来
年
も
皆
さ
ん
に
し
か
う
た
え
な
い
素
晴
ら
し
い
作
品
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

入
選
さ
れ
た
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
掲
載
は
部
門
別
に
学
校
名
の
五
十
音
順
。同
学
校
内
で
は
学
年
順
、同
学
年
内
で
は
氏
名
の
五
十
音
順
。

〔
各
作
品
の
講
評
担
当
〕　

特
別
賞
／
優
秀
賞
・
佳
作
・
入
選
（
小
学
生
の
部
）　

阿
知
良
光
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

優
秀
賞
・
佳
作
・
入
選
（
中
学
生
・
高
校
生
の
部
）　

大
塚　

亜
希
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《
特
別
賞
　
北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
》	

マ
ス
ク
越
し
旧
友
つ
ど
い
笑
い
合
う
変
わ
る
背
丈
と
変
わ
ら
ぬ
絆

 

札
幌
光
星
中
学
校 

２
年 

岡
本　

佳
晃

【
講
評
】「
マ
ス
ク
越
し
」と
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
を
う
た
い
、
す
が
す
が
し
い
作
品
で
あ
る
。
気
の
置
け
な
い
旧
友
と
の
会
話

は
心
を
解
放
し
て
く
れ
る
。
き
っ
と
自
粛
が
続
き
し
ば
ら
く
会
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
下
の
句
の「
変
わ
る

背
丈
と
変
わ
ら
ぬ
絆
」が
抜
群
に
効
果
的
で
あ
る
。
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《
特
別
賞
　
北
海
道
立
文
学
館
賞
》

ひ
ま
わ
り
が
う
つ
む
い
て
い
る
通
学
路
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
び
し
い
秋
の
夕
暮
れ

 

札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校 

５
年 

水
野　

夏
帆

【
講
評
】い
つ
も
通
っ
て
い
る
通
学
路
の
ひ
ま
わ
り
が
、
夕
暮
れ
が
近
づ
い
て
う
つ
む
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
普
段
は
明
る

く
元
気
に
前
を
向
い
て
迎
え
て
く
れ
て
い
る
ひ
ま
わ
り
が
う
つ
む
い
て
元
気
が
な
い
。
下
の
句
の「
ち
ょ
っ
ぴ
り

さ
び
し
い
秋
の
夕
暮
れ
」が
ぴ
っ
た
り
と
収
ま
っ
て
い
る
。
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《
特
別
賞
　
北
海
道
歌
人
会
賞
》

立
っ
て
み
て
。
二
人
並
ん
で
背
く
ら
べ
見
上
げ
る
私
は
必
死
に
背
の
び

 
北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校 

２
年 

齋
藤　

夢
花

【
講
評
】友
達
と
の
微
笑
ま
し
い
ワ
ン
シ
ー
ン
を
う
た
っ
て
さ
わ
や
か
で
あ
る
。
下
の
句
の「
必
死
に
背
の
び
」が
こ
の
作
品

を
生
き
生
き
と
さ
せ
て
い
る
。
も
し
か
し
て
そ
の
相
手
は
ひ
そ
か
に
思
い
を
寄
せ
る
男
子
か
も
し
れ
な
い
。
相
手

を
見
る
目
が
優
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
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《
特
別
賞
　
北
海
道
新
聞
社
賞
》

瞬
き
止
め
息
さ
へ
忘
る
る
一
音
目
畳
を
叩
き
札
舞
ふ
は
ら
り

 

北
海
道
札
幌
東
高
等
学
校 

１
年 

細
川　

愛
佳

【
講
評
】百
人
一
首
の
か
る
た
大
会
の
様
子
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
の
句
の
緊
迫
感
の
あ
る
言
葉
で
一
首
が
引
き
締
ま
っ
て

い
る
。
読
み
手
の
一
音
に
集
中
し
て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
。「
畳
を
叩
き
札
舞
ふ
は
ら
り
」が
特
殊
な
情
景
も

よ
く
ま
と
め
て
い
る
。



11

《
優
秀
賞
》

小
学
一
〜
三
年
生
の
部
　

 

え
に
っ
き
も
か
ん
そ
う
ぶ
ん
も
こ
う
さ
く
も
ぜ
ん
ぶ
き
ょ
う
り
ゅ
う
あ
ー
た
の
し
か
っ
た

 

網
走
市
立
網
走
小
学
校 

１
年 

吉
田　
　

大

【
講
評
】夏
休
み
の
課
題
で
あ
る
絵
日
記
や
読
書
感
想
文
や
工
作
の
す
べ
て
を「
き
ょ
う
り
ゅ
う
」を
主
題
に
し
て
作
製
し
た

の
で
あ
る
。
恐
竜
好
き
の
作
者
の
様
子
が
生
き
生
き
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
下
の
句
の「
あ
ー
た
の
し
か
っ
た
」に

す
べ
て
が
表
さ
れ
て
い
る
。

ち
図
を
見
て
同
じ
名
前
を
見
つ
け
た
よ
行
っ
て
み
た
い
な
美
里
ど
う
く
つ

 

網
走
市
立
網
走
小
学
校 

２
年 

吉
田　

美
里

【
講
評
】地
図
を
見
て
い
て
自
分
の
名
前
と
同
じ
名
の「
美
里
」と
い
う
地
名
を
見
つ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
が「
美
里
ど
う
く

つ
」と
知
り
、
親
し
み
を
感
じ
て
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
好
奇
心
が
旺
盛
な
時
期
で
あ
り
、
子

ど
も
ら
し
い
素
直
な
気
持
ち
が
初
々
し
い
作
品
で
あ
る
。
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小
学
四
〜
六
年
生
の
部
　

 

す
い
か
わ
り
す
い
か
の
気
持
ち
考
え
る「
ま
っ
す
ぐ
来
た
わ
お
れ
も
う
だ
め
だ
。」

 

札
幌
市
立
西
岡
小
学
校 

６
年 

伊
部　

智
成

【
講
評
】高
学
年
ら
し
い
発
想
が
面
白
い
。
日
頃
か
ら
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
習
慣
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
い

か
の
気
持
ち
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
し
て
楽
し
い
作
品
で
あ
る
。
思
っ
た
こ
と
を
素
直
に
表
現
す
る
柔
軟
さ
が
評

価
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

山
々
が
色
づ
い
て
い
く
ゆ
っ
く
り
と
自
分
に
あ
う
色
さ
が
し
出
し
な
が
ら

 

室
蘭
市
立
天
神
小
学
校 

６
年 

藤
原　

実
柚

【
講
評
】秋
に
な
り
山
々
が
色
づ
く
様
子
を
擬
人
化
し
、
山
自
身
が
自
分
に
合
う
色
を
探
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
色
に
染
め

ら
れ
て
ゆ
く
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
新
鮮
な
感
じ
方
が
魅
力
的
な
作
品
で
あ
る
。
前
向
き
な
生
き
方
が
感
じ
ら
れ

て
好
感
を
持
っ
た
。
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中
学
生
の
部
　

 

窓
あ
け
て
ふ
わ
り
と
薫
る
夏
の
風
葉
と
葉
の
あ
い
だ
青
空
覗
く

 

安
平
町
立
早
来
中
学
校 

２
年 

城
畑　

有
玖

【
講
評
】暑
い
夏
の
日
に
吹
く
風
の
心
地
よ
さ
と
夏
の
空
の
美
し
さ
を
捉
え
た
一
首
。
窓
の
外
の
緑
が
風
を
一
層
さ
わ
や
か

に
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
具
体
的
な
描
写
に
よ
っ
て
、
夏
の
く
っ
き
り
と
し
た
景
を
表

す
表
現
力
が
秀
逸
だ
っ
た
。

百
円
の
ラ
ム
ネ
の
び
ん
か
ら
見
る
夜
空
朱
色
の
花
火
と
じ
こ
め
た
夏

 

立
命
館
慶
祥
中
学
校 

２
年 

鈴
木　

雛
乃

【
講
評
】「
百
円
」と
い
う
数
詞
を
出
す
こ
と
で
、「
ラ
ム
ネ
の
び
ん
」の
現
実
味
が
増
し
た
。
透
明
な
び
ん
を
透
か
し
て
花
火

を
見
て
い
る
こ
と
を
詩
的
で
あ
り
な
が
ら
現
実
味
の
あ
る
表
現
で
描
写
で
き
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
絵
画
に
で
き
そ

う
な
場
面
を
切
り
取
っ
て
い
る
。
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高
校
生
の
部
　

 

あ
と
何
度
こ
の
制
服
を
着
る
の
だ
ろ
う
青
春
脱
い
で
ス
ー
ツ
着
る
ま
で

 

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校 

２
年 

千
葉　

香
凜

【
講
評
】学
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
上
の
句
か
ら
わ
か
り
、
下
の
句
で
卒
業
後
、
就
職
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
背
景
も

わ
か
る
。
限
り
あ
る
青
春
の
日
々
を
、「
制
服
」と
い
う
言
葉
で
象
徴
し
、
前
向
き
で
、
か
つ
、
少
し
の
寂
し
さ
も

含
ん
だ
表
現
が
で
き
て
い
る
。

雑
音
の
社
会
が
嫌
で
、
や
わ
ら
か
い
あ
な
た
の
右
の
耳
た
ぶ
が
好
き
。

 

北
海
道
札
幌
西
高
等
学
校 

３
年 

小
野
寺
弘
泰

【
講
評
】「
雑
音
の
社
会
」と
い
う
抽
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
始
め
、「
右
の
耳
た
ぶ
」と
い
う
具
体
的
な
映
像
に
転
換
し
て
焦
点

を
絞
っ
て
い
る
。
耳
に
関
わ
る
も
の
を
つ
な
げ
た
こ
と
で
統
一
感
が
あ
り
つ
つ
、
漢
字
と
ひ
ら
が
な
の
対
比
も
活

か
さ
れ
て
い
る
点
が
巧た
く

み
。
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《
佳　

作
》

小
学
一
〜
三
年
生
の
部
　

な
つ
の
に
わ
や
さ
い
は
な
た
ち
そ
だ
っ
て
る
で
も
に
が
て
な
の
パ
セ
リ
と
ト
マ
ト

 

北
広
島
市
立
東
部
小
学
校 

２
年 

多
門　

花
佳

【
講
評
】低
学
年
ら
し
い
素
直
な
表
現
で
、
思
っ
た
こ
と
を
思
っ
た
ま
ま
作
品
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
優
れ
て
い
る
。
好
き
な
野
菜
も
あ

る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
苦
手
な
パ
セ
リ
と
ト
マ
ト
に
し
た
と
こ
ろ
が
よ
い
。

球
迫
る
外
角
打
っ
た
転
が
っ
た
ボ
ー
ル
が
走
る
自
分
も
走
る

 

札
幌
市
立
幌
南
小
学
校 

３
年 

松
浦　

結
斗

【
講
評
】実
際
の
野
球
の
体
験
を
短
歌
に
表
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
が
優
れ
て
い
る
。
上
の
句
が
具
体
的
で
臨
場
感
あ
ふ
れ
た
一
首
に
な
っ

て
い
る
。
下
の
句
の「
ボ
ー
ル
が
走
る
自
分
も
走
る
」に
リ
ズ
ム
感
が
感
じ
ら
れ
る
。

か
お
し
っ
ぽ
み
み
つ
め
か
ら
だ
め
は
な
あ
し
ぜ
ん
ぶ
か
わ
い
い
だ
い
す
き
な
ゾ
ウ

 
札
幌
市
立
札
苗
小
学
校 

１
年 

坂
上　

彩
月

【
講
評
】大
好
き
な
ゾ
ウ
の
部
位
を
よ
く
観
察
し
、
リ
ズ
ム
よ
く
並
べ「
ぜ
ん
ぶ
か
わ
い
い
」と
素
直
に
表
現
し
た
と
こ
ろ
が
子
ど
も
ら
し

い
特
徴
の
あ
る
作
品
に
な
っ
た
。
ゾ
ウ
を
見
る
た
め
に
動
物
園
に
何
度
も
通
っ
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

ぐ
ー
ん
と
ね
ぶ
り
っ
じ
し
た
ら
さ
か
さ
ま
の
ふ
し
ぎ
な
け
し
き
ひ
ひ
ひ
と
わ
ら
う

 

札
幌
市
立
中
央
小
学
校 

１
年 
橋
本　
　

作

【
講
評
】体
育
の
時
間
で
あ
ろ
う
か
。
体
を
そ
ら
し
ブ
リ
ッ
ジ
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
見
え
た
さ
か
さ
ま
の
景
色
を
よ
ん
で
い

る
。「
ぐ
ー
ん
と
ね
」の
初
句
も
生
き
生
き
と
し
て
効
果
的
で
あ
る
。
し
か
し
何
と
い
っ
て
も
結
句
が
子
ど
も
ら
し
く
楽
し
い
。
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小
学
四
〜
六
年
生
の
部

夏
の
朝
か
す
か
に
香
る
葉
の
に
お
い
心
や
わ
ら
ぎ
今
日
が
始
ま
る

 

札
幌
市
立
篠
路
西
小
学
校 

６
年 

須
藤　

さ
ち

【
講
評
】夏
の
朝
の
爽
や
か
さ
を
詠よ

ん
で
お
り
、
柔
ら
か
い
感
性
を
感
じ
る
作
品
。
葉
の
香
り
を
感
じ
な
が
ら「
今
日
が
始
ま
る
」と
ま
と

め
て
い
る
と
こ
ろ
も
高
学
年
ら
し
く
前
向
き
な
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。

廃
線
の
大
夕
張
鉄
道
の
蒸
気
機
関
車
さ
び
て
さ
び
し
い

 

札
幌
市
立
新
琴
似
小
学
校 

４
年 

佐
々
木　

優

【
講
評
】廃
線
に
な
っ
た
大
夕
張
鉄
道
を
作
品
化
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
が
、
高
学
年
ら
し
い
。
展
示
さ
れ
て
い
る
蒸
気
機
関
車
は
動
く

こ
と
な
く
さ
び
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
寂
し
さ
を
簡
潔
に
結
句
で
表
現
し
て
い
る
。

ハ
ラ
ハ
ラ
と
母
の
お
腹
を
な
で
て
い
る
も
う
す
ぐ
会
え
る
ぼ
く
の
弟

 
札
幌
市
立
新
琴
似
小
学
校 

４
年 

皆
川
蒼
大
朗

【
講
評
】小
学
生
ら
し
い
優
し
さ
を
感
じ
る
作
品
。
お
母
さ
ん
の
お
な
か
の
中
に
は
、
こ
れ
か
ら
産
ま
れ
て
く
る
弟
が
い
る
。
上
の
句
の

具
体
的
な
動
作
に
期
待
感
と
兄
と
し
て
の
自
覚
も
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。

す
い
み
ん
中
も
が
き
苦
し
む
熱
帯
夜
あ
っ
ち
に
ご
ろ
り
こ
っ
ち
に
ご
ろ
り

 

札
幌
市
立
手
稲
鉄
北
小
学
校 
６
年 

菊
地　

舜
弥

【
講
評
】今
年
の
夏
は
二
十
五
度
以
上
の
熱
帯
夜
が
続
い
た
。
そ
の
寝
苦
し
さ
を「
も
が
き
苦
し
む
」と
表
現
し
、
下
の
句
を「
あ
っ
ち
に

ご
ろ
り
こ
っ
ち
に
ご
ろ
り
」と
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
作
を
繰
り
返
し
た
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
。
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中
学
生
の
部

お
か
あ
さ
ん
口
紅
ぬ
っ
て
と
な
き
じ
ゃ
く
る
鮮
や
か
ピ
ン
ク
に
あ
こ
が
れ
る
時
期

 

江
別
市
立
大
麻
東
中
学
校 

２
年 

山
内　

星
來

【
講
評
】幼
い
日
の
思
い
出
だ
ろ
う
。
母
親
の
化
粧
を
す
る
姿
と
、
鮮
や
か
な
色
の
化
粧
品
、
と
り
わ
け
口
紅
へ
の
憧
れ
の
気
持
ち
が
よ

く
伝
わ
っ
て
く
る
。「
な
き
じ
ゃ
く
る
」と
い
う
表
現
で
幼
さ
を
描
い
た
点
が
よ
か
っ
た
。

二
年
間
会
わ
ぬ
祖
父
母
に
ま
だ
見
せ
ぬ
セ
ー
ラ
ー
服
の
私
前
髪
作
っ
た
私

 

札
幌
市
立
向
陵
中
学
校 

１
年 

矢
野　

七
雨

【
講
評
】コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
祖
父
母
に
会
え
な
い
間
に
小
学
生
か
ら
中
学
生
に
な
る
と
い
う
大
き
な
区
切
り
を
迎
え
た
作
者
。
下
の

句
で
詠う

た

っ
た
自
ら
の
成
長
し
た
姿
か
ら
、
二
年
と
い
う
と
き
の
長
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ど
こ
も
か
し
こ
も
深
緑
と
普
段
き
か
な
い
鳥
の
さ
え
ず
り

 
札
幌
市
立
東
白
石
中
学
校 

２
年 

千
葉　
　

縁

【
講
評
】大
自
然
の
中
で
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
。
辺
り
一
面
の
大
自
然
や
、
い
つ
も
聞
く
鳥
と
は
違
っ
た
鳥
の
声
に
、
日
常
か
ら
解
放
さ
れ

て
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
せ
た
だ
ろ
う
こ
と
を
端
的
な
言
葉
で
的
確
に
歌
っ
て
い
る
。

学
力
も
打
球
の
よ
う
に
の
び
て
い
け
目
標
ラ
イ
ン
は
観
客
席
だ

 

登
別
市
立
鷲
別
中
学
校 
２
年 

尾
﨑　

悠
空

【
講
評
】勉
強
を
野
球
に
例
え
た
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
前
向
き
な
気
持
ち
の
よ
い
歌
。
目
標
を
単
に
ホ
ー
ム
ラ
ン
と
言
わ
ず
、
観
客
席
へ
と

届
く
打
球
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
点
が
よ
く
、
読
み
手
も
応
援
し
た
い
気
持
ち
に
な
る
。
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高
校
生
の
部

太
陽
が
海
へ
と
沈
む
そ
の
前
に
光
で
つ
な
ぐ
一
筋
の
道

 

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校 

３
年 

阿
部　

光
佑

【
講
評
】西
の
海
に
沈
む
夕
陽
が
見
せ
る
う
つ
く
し
い
光
景
を
過
不
足
な
い
表
現
で
詠う

た

っ
て
い
る
。「
つ
な
ぐ
」と
い
う
言
葉
で
、
光
の
道

に
よ
っ
て
太
陽
と
自
分
が
つ
な
が
れ
た
よ
う
な
幻
想
的
な
気
分
を
巧う

ま

く
言
い
当
て
た
。

友
達
の
着
信
無
視
し
た
言
い
訳
を
綺
麗
な
嘘
に
書
き
換
え
る
朝

 

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校 

３
年 

西
岡　

伊
織

【
講
評
】現
代
の
友
達
付
き
合
い
を
リ
ア
ル
に
描
い
た
歌
。
言
い
訳
も
、
メ
ー
ル
な
ど
で
書
い
て
伝
え
る
か
ら
、
直
接
話
す
よ
り
も
考
え

る
時
間
が
あ
っ
て
綺
麗
な
嘘
に
で
き
る
。
そ
の
こ
と
へ
の
仄ほ

の

か
な
後
ろ
め
た
さ
も
感
じ
ら
れ
た
。

夕
日
追
う
カ
メ
ラ
片
手
に
人
々
が
綺
麗
と
感
動
心
和
ら
ぐ

 

北
海
道
釧
路
湖
陵
高
等
学
校（
定
時
制
） 

４
年 

森
谷　

麻
未

【
講
評
】夕
日
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
と
は
、
ス
マ
ホ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
現
代
的
な
一
コ
マ
を
切
り
取
っ
て
い
る
が
、
夕
日
そ
の
も
の
で

な
く
、
そ
の
人
た
ち
が
感
動
し
て
い
る
の
を
見
て
和な

ご

ん
で
い
る
作
者
の
感
性
に
和
む
。

恋
を
し
た
い
つ
も
と
違
う
話
し
方
な
ん
で
か
バ
レ
る
お
母
さ
ん
に
は

 

北
海
道
釧
路
商
業
高
等
学
校 
２
年 

鈴
木　

日
毬

【
講
評
】印
象
的
な
初
句
で
恋
心
を
詠う

た

う
の
か
と
お
も
い
き
や
、
親
子
の
会
話
に
話
題
が
転
換
し
て
い
る
点
が
面
白
い
。
母
親
の
勘
の
良

さ
だ
け
で
な
く
、
親
子
の
仲
の
良
さ
も
伝
わ
っ
て
き
て
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
る
歌
。



19

《
入　

選
》

小
学
一
〜
三
年
生
の
部

カ
ッ
キ
ー
ン
バ
ッ
ト
に
あ
て
た
ど
ま
ん
な
か
つ
ぎ
の
だ
せ
き
も
ま
た
う
っ
て
や
る

 

札
幌
市
立
栄
北
小
学
校 

３
年 

木
村　

桜
空

【
講
評
】野
球
の
打
席
で
ヒ
ッ
ト
を
打
っ
た
瞬
間
を
捉
え
て
い
る
。
初
句
の「
カ
ッ
キ
ー
ン
」が
臨
場
感
が
あ
っ
て
生
き
生
き
し
て
い
る
。

結
句
も
小
学
生
ら
し
い
前
向
き
な
感
情
を
表
現
し
て
効
果
的
で
あ
る
。

丸
ま
っ
て
す
や
す
や
ね
む
る
白
い
ね
こ
見
て
い
る
私
も
ふ
ぁ
ー
と
あ
く
び

 

札
幌
市
立
桑
園
小
学
校 

３
年 

安
井　

心
美

【
講
評
】眠
っ
て
い
る
猫
を
題
材
に
し
て
、
子
ど
も
ら
し
い
優
し
い
う
た
い
方
で
好
感
を
持
っ
た
。
下
の
句
の「
見
て
い
る
私
も
ふ
ぁ
ー

と
あ
く
び
」に
実
感
が
あ
っ
て
生
き
生
き
と
し
た
お
も
し
ろ
い
作
品
に
な
っ
た
。

十
さ
い
の
う
ち
の
イ
ン
コ
は
げ
ん
気
だ
よ
う
た
を
う
た
う
し
ニ
コ
ニ
コ
わ
ら
う

 
札
幌
市
立
中
央
小
学
校 

２
年 

井
上　
　

椿

【
講
評
】自
分
の
家
で
飼
っ
て
い
る
イ
ン
コ
を
題
材
に
し
、
子
ど
も
ら
し
い
素
直
な
作
品
で
好
ま
し
い
。
見
た
ま
ま
思
っ
た
ま
ま
を
表
現

し
、
友
達
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
表
現
も
生
き
て
い
る
。

な
つ
の
う
み
き
も
ち
い
い
の
は
み
ず
の
中
サ
ラ
サ
ラ
の
す
な
つ
る
つ
る
わ
か
め

 

札
幌
市
立
日
新
小
学
校 
１
年 

木
島
ほ
の
り

【
講
評
】夏
休
み
に
海
水
浴
に
行
っ
た
時
の
作
品
で
、
素
直
で
子
ど
も
ら
し
い
一
首
。
下
の
句
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
擬
音
語
で
水
の
中
で
戯

れ
て
い
る
姿
が
か
わ
い
ら
し
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
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部
屋
の
中
さ
ら
さ
ら
さ
ら
と
す
な
ど
け
い
一
つ
ぶ
ず
つ
が
大
事
な
時
間

 

札
幌
市
立
平
岡
南
小
学
校 

３
年 

伊
藤
ひ
か
り

【
講
評
】印
象
的
な
作
品
で
あ
る
。
部
屋
の
中
で
砂
時
計
を
操
作
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
砂
が
落
ち
る
時
間
を
大
事
な
時
間
と
捉
え
た

と
こ
ろ
が
こ
の
作
品
の
意
図
で
あ
ろ
う
。
子
ど
も
の
鋭
い
感
性
と
し
て
大
切
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

ふ
わ
ふ
わ
の
わ
た
雪
み
た
い
う
さ
ぎ
の
毛
と
け
ち
ゃ
い
そ
う
ね
さ
わ
っ
て
み
た
ら

 

札
幌
市
立
伏
見
小
学
校 

２
年 

三
上　

凛
花

【
講
評
】ウ
サ
ギ
に
触
れ
た
体
験
を
子
ど
も
ら
し
く
表
現
し
て
い
て
好
感
を
持
っ
た
。
ウ
サ
ギ
の
や
わ
ら
か
い
毛
を「
わ
た
雪
み
た
い
」と

捉
え
、「
と
け
ち
ゃ
い
そ
う
」と
表
現
し
た
感
覚
を
ほ
め
た
い
。

な
つ
や
す
み
た
の
し
か
っ
た
な
あ
の
花
火
な
ん
ど
も
し
た
い
ふ
ゆ
で
も
し
た
い

 

札
幌
市
立
北
陽
小
学
校 

２
年 

西
山　

陽
也

【
講
評
】夏
休
み
に
家
族
で
楽
し
ん
だ
花
火
の
事
が
忘
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
自
分
の
思
い
を
そ
の
ま
ま
言
葉
に
し
た
も
の
で
、
素
直

な
気
持
ち
が
全
面
に
出
て
い
て
好
ま
し
い
。

い
つ
の
日
か
会
い
に
い
け
た
ら
い
い
の
に
な
タ
イ
ム
マ
シ
ン
で
カ
ム
イ
サ
ウ
ル
ス

 

新
ひ
だ
か
町
立
高
静
小
学
校 

３
年 

原　
　

万
琴

【
講
評
】カ
ム
イ
サ
ウ
ル
ス
は
む
か
わ
町
穂
別
で
発
見
さ
れ
た
恐
竜
で「
む
か
わ
竜
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
恐
竜
に
タ
イ
ム
マ

シ
ン
で
会
い
に
行
き
た
い
と
い
う
子
供
の
夢
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
て
く
る
。

お
ん
せ
ん
で
き
も
ち
よ
さ
そ
う
か
ぴ
ば
ら
さ
ん
し
っ
と
り
ぬ
れ
た
つ
る
つ
る
せ
な
か

 

北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
小
学
校 
１
年 

石
塚　

立
夏

【
講
評
】カ
ピ
バ
ラ
は
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
で
、
1.2
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
仕
草
が
か
わ
い
く
て
動
物
園
で
も
人
気
が
あ
る
。
そ
の
カ
ピ
バ
ラ
が
温

泉
に
入
っ
て
い
る
の
を
見
て
の
作
品
。
下
の
句
の
子
ど
も
ら
し
い
観
察
が
微
笑
ま
し
い
。
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小
学
四
〜
六
年
生
の
部

 

動
物
園
夜
に
は
ね
て
た
よ
ア
ラ
イ
グ
マ
二
ひ
き
そ
ろ
っ
て
し
っ
ぽ
を
ま
い
て

 

旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校 

４
年 

和
田
優
空
音

【
講
評
】夜
の
旭
山
動
物
園
で
の
作
品
。
人
気
の
あ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
を
見
た
か
っ
た
の
だ
が
眠
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
結
句
の「
し
っ
ぽ

を
ま
い
て
」の
観
察
が
こ
の
作
品
の
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
で
成
功
し
て
い
る
。　

い
つ
も
は
ね
ひ
と
り
で
あ
る
く
か
え
り
み
ち
き
ょ
う
は
あ
な
た
と
て
を
つ
な
ぐ
み
ち

 

小
樽
市
立
奥
沢
小
学
校 

６
年 

成
田　

花
梨

【
講
評
】い
つ
も
は
一
人
で
帰
る
道
を
、
今
日
は
大
好
き
な
あ
な
た
と
手
を
つ
な
い
で
帰
る
と
い
う
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
恋
の
歌
で
あ
ろ

う
か
。
結
句
の
体
言
止
め
も
効
い
て
い
る
。

天
狗
山
衣
が
え
だ
な
秋
の
服
赤
黄
オ
レ
ン
ジ
色
づ
い
て
い
る

 
小
樽
市
立
奥
沢
小
学
校 

６
年 

山
谷　

海
斗

【
講
評
】秋
に
な
り
、
小
樽
の
天
狗
山
が
色
づ
く
様
子
を
、「
衣
が
え
」と
捉
え
た
と
こ
ろ
が
優
れ
て
い
る
。
赤
黄
オ
レ
ン
ジ
に
変
わ
る
色

合
い
を「
秋
の
服
」に
喩た

と

え
た
と
こ
ろ
も
お
も
し
ろ
い
。
作
者
の
感
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

待
っ
て
る
よ
み
ん
な
わ
い
わ
い
く
っ
つ
い
て
マ
ス
ク
は
ず
し
て
笑
え
る
日
ま
で

 

釧
路
市
立
鳥
取
西
小
学
校 
５
年 

山
根　

悠
聖

【
講
評
】現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
人
と
ふ
れ
あ
え
な
い
こ
と
へ
の
残
念
な
気
持
ち
を
う
た
っ
て
い
る
。
昔
の
よ
う
に
友
達
と
く
っ
つ

き
あ
っ
て
笑
い
た
い
の
で
あ
る
。
初
句
に「
待
っ
て
る
よ
」を
持
っ
て
き
た
と
こ
ろ
が
良
い
。
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ゆ
か
た
き
て
お
家
で
や
っ
た
夏
祭
り
く
じ
の
は
ず
れ
は
お
手
伝
い
券

 

札
幌
市
立
北
小
学
校 

５
年 

松
浦　

梨
瑚

【
講
評
】コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
夏
祭
り
が
中
止
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
家
族
だ
け
で
浴
衣
を
着
て
夏
祭
り
を
し
た
の
で
あ
る
。
子
ど
も
た

ち
で
く
じ
を
作
り
そ
の
は
ず
れ
が「
お
手
伝
い
券
」と
い
う
の
が
微
笑
ま
し
い
。

文
字
だ
け
の
工
作
み
た
い
で
お
も
し
ろ
い
指
お
り
か
ぞ
え
31（
サ
ー
テ
ィ
ワ
ン
）に

 

札
幌
市
立
幌
北
小
学
校 

６
年 

川
村　
　

煌

【
講
評
】五
・
七
・
五
・
七
・
七
と
三
十
一
文
字
の
短
歌
を「
文
字
だ
け
の
工
作
」と
捉
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
で
あ
る
。
指
折
り
数
え
る

三
十
一
文
字
を
高
学
年
ら
し
く「
31（
サ
ー
テ
ィ
ワ
ン
）」と
表
現
し
た
と
こ
ろ
が
斬
新
で
あ
る
。

夏
休
み
線
香
花
火
見
つ
め
て
る
細
い
ひ
も
か
ら
に
げ
る
火
の
玉

 

札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校 

５
年 

奥　

桜
心
美

【
講
評
】夏
休
み
に
み
ん
な
で
や
っ
た
線
香
花
火
の
作
品
。
下
の
句
の
観
察
が
ユ
ニ
ー
ク
で
お
も
し
ろ
い
。
小
さ
な
火
花
が
パ
チ
パ
チ
と

弾
け
る
様
子
を「
細
い
ひ
も
か
ら
に
げ
る
火
の
玉
」と
表
現
し
て
い
る
。

つ
い
に
き
た
そ
ろ
ば
ん
だ
ま
し
い
見
せ
て
や
る
目
の
色
変
え
て
競
技
に
の
ぞ
む

 

札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校 

５
年 

新
倉　

咲
音

【
講
評
】現
在
そ
ろ
ば
ん
教
室
に
通
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
作
者
は
そ
ろ
ば
ん
に
は
自
信
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が「
そ
ろ
ば
ん
だ
ま
し

い
見
せ
て
や
る
」で
よ
く
わ
か
る
。
そ
の
腕
試
し
の
そ
ろ
ば
ん
競
技
に
真
剣
に
取
り
組
む
姿
に
迫
力
が
感
じ
ら
れ
る
。

お
そ
く
ま
で
テ
レ
ビ
で
応
援
東
京
五
輪
無
観
客
で
も
あ
ふ
れ
る
感
動

 

札
幌
市
立
新
琴
似
小
学
校 
４
年 

五
十
嵐
優
真

【
講
評
】今
年
行
わ
れ
た
東
京
五
輪
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
無
観
客
で
行
わ
れ
た
が
、
日
本
の
選
手
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ

た
。
作
者
は
テ
レ
ビ
で
応
援
し
な
が
ら
そ
の
感
激
に
浸
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ザ
ー
ザ
ー
と
流
れ
る
川
で
魚
た
ち
が
す
ば
や
く
泳
ぐ
か
み
な
り
の
よ
う
に

 

札
幌
市
立
新
琴
似
小
学
校 

６
年 

一
條　

宏
太

【
講
評
】川
の
中
で
す
ば
や
く
泳
ぐ
魚
の
動
作
を「
か
み
な
り
の
よ
う
に
」と
表
現
し
た
と
こ
ろ
が
斬
新
で
あ
る
。
魚
に
興
味
を
も
っ
て
真

剣
に
見
て
い
る
作
者
の
様
子
が
い
き
い
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

手
作
り
の
風
鈴
が
ゆ
れ
カ
ラ
カ
ラ
と
私
の
身か
ら
だ体
涼
し
ん
で
い
る

 

札
幌
市
立
新
陽
小
学
校 

６
年 

上
坂　

亜
季

【
講
評
】自
分
で
作
っ
た
風
鈴
が
、
風
に
揺
れ
て
カ
ラ
カ
ラ
と
鳴
っ
て
い
る
。
そ
の
音
に
身
体
全
体
が
涼
ん
で
い
る
と
い
う
。
高
学
年
ら

し
い
趣
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。
手
作
り
の
風
鈴
だ
か
ら
こ
そ
の
趣
で
あ
る
。

「
や
め
る
な
よ
」先
生
の
言
葉
思
い
出
し
今
日
も
泳
ぐ
よ
私
の
初
恋

 

札
幌
市
立
東
光
小
学
校 

５
年 

高
橋　

佑
奈

【
講
評
】水
泳
の
部
活
動
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
前
指
導
し
て
く
れ
た
先
生
の「
や
め
る
な
よ
」と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
な
が
ら
練
習
に

励
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
先
生
は
初
恋
の
人
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
作
者
の
純
粋
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

水
不
足
雨
が
ふ
ら
な
い
野
菜
た
ち
か
わ
い
た
土
も
ひ
め
い
あ
げ
て
る

 

札
幌
市
立
屯
田
南
小
学
校 

５
年 

枝
元　

凌
大

【
講
評
】今
年
の
夏
は
猛
暑
が
続
き
、
そ
の
上
一
か
月
以
上
も
雨
の
降
ら
な
い
日
が
続
い
た
。
野
菜
た
ち
の
事
を
思
う
優
し
い
心
を
感
じ

る
素
直
な
作
品
で
あ
る
。
下
の
句「
か
わ
い
た
土
も
ひ
め
い
あ
げ
て
る
」が
効
果
的
で
あ
る
。

熱
風
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
香
り
す
る
ぼ
く
の
お
な
か
は
ぐ
う
ー
っ
と
な
る

 

札
幌
市
立
北
都
小
学
校 
５
年 

時
田
航
乃
介

【
講
評
】学
校
か
ら
の
帰
宅
途
中
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
部
活
の
帰
り
か
。
熱
い
風
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
に
お
い
が
流
れ
て
来
た
の
で

あ
る
。
空
腹
な
の
で
あ
ろ
う
。
お
な
か
が「
ぐ
う
ー
っ
」と
鳴
っ
た
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
で
あ
る
。
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ス
イ
ス
イ
と
自
転
車
を
こ
ぐ
真
夏
の
日
く
だ
り
坂
で
は
足
を
う
か
せ
て

 

札
幌
市
立
北
光
小
学
校 

５
年 

赤
坂　

璃
子

【
講
評
】夏
の
暑
い
日
に
自
転
車
を
こ
ぐ
の
は
辛
い
が
、
下
り
坂
で
は
こ
ぐ
必
要
が
な
く
一
気
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

爽
快
感
を
感
じ
る
作
品
で
あ
る
。「
足
を
う
か
せ
て
」と
い
う
具
体
的
な
表
現
で
作
者
の
様
子
も
想
像
で
き
る
。

一
年
中
冷
た
く
き
れ
い
な
エ
メ
ラ
ル
ド
ぼ
く
が
育
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
海

 

札
幌
市
立
宮
の
森
小
学
校 

６
年 

須
部　

玲
瓏

【
講
評
】作
者
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
海
の
美
し
さ
を
思
い
出
し
て
の
作
品
。「
冷
た
く
き

れ
い
な
エ
メ
ラ
ル
ド
」に
作
者
の
思
い
が
凝
縮
し
て
い
る
。

教
室
の
ま
ど
か
ら
見
え
る
太
平
洋
世
界
を
つ
な
ぐ
大
き
な
海

 

室
蘭
市
立
天
神
小
学
校 

６
年 

菊
地　

穂
香

【
講
評
】教
室
の
窓
か
ら
望
む
太
平
洋
の
雄
大
さ
を「
世
界
を
つ
な
ぐ
大
き
な
海
」と
表
現
し
た
と
こ
ろ
が
夢
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
あ

る
。
将
来
は
そ
の
海
を
渡
り
外
国
へ
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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中
学
生
の
部

交
差
点
ふ
た
り
止
ま
っ
て
長
話
過
ぎ
ゆ
く
車
四
回
目
の
青

 

旭
川
市
立
中
央
中
学
校 

２
年 

田
中　

夏
海

【
講
評
】交
差
点
で
立
ち
止
ま
る
の
は
、
そ
こ
で
帰
り
道
が
分
か
れ
る
の
だ
ろ
う
。
名
残
惜
し
く
て
話
し
込
む
う
ち
、
車
が
何
台
も
通
過

し
、
信
号
も
何
度
も
青
に
な
る
。
仲
の
よ
い
友
達
と
の
お
喋
り
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
歌
。

入
学
し
給
食
時
間
で
マ
ス
ク
は
ず
し
は
じ
め
て
見
た
顔
同
じ
学
校

 

網
走
市
立
第
三
中
学
校 

２
年 

藤
川　

渓
寿

【
講
評
】給
食
で
マ
ス
ク
を
と
っ
て
は
じ
め
て
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
同
じ
出
身
校
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
現
在
中
学
二
年
生
と
い
う
こ
と

で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
の
記
憶
が
ま
だ
生
々
し
く
残
っ
て
い
る
の
が
う
か
が
え
感
慨
深
い
。

は
じ
め
て
の
マ
ス
ク
生
活
は
や
二
年
も
一
度
み
た
い
あ
の
子
の
笑
顔

 
網
走
市
立
第
三
中
学
校 

２
年 

矢
尾　

実
冬

【
講
評
】三
年
間
し
か
な
い
中
学
校
生
活
の
う
ち
の
二
年
間
が
マ
ス
ク
生
活
の
中
で
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
マ
ス
ク
を
外
し
笑
い
合
い
た
い

と
い
う
気
持
ち
に
共
感
で
き
る
。「
二
年
」「
も
一
度
」と
数
詞
を
重
ね
た
工
夫
も
よ
い
。

泣
い
た
夜
母
が
放
っ
た
あ
の
言
葉
結
果
は
銀
賞
努
力
は
金
賞

 

石
狩
市
立
樽
川
中
学
校 
２
年 

吉
田　

咲
季

【
講
評
】何
に
挫
折
を
感
じ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
目
の
前
の
結
果
に
う
ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
の
母
の
言
葉
。
そ
の
努
力
と

過
程
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
母
の
言
葉
だ
か
ら
こ
そ
響
く
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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懐
か
し
い
会
話
飛
び
交
う
給
食
が
今
は
黙
々
個
食
の
時
間

 

江
別
市
立
大
麻
東
中
学
校 

２
年 

和
田
明
倖
実

【
講
評
】倒
置
法
を
効
果
的
に
使
っ
て
、「
懐
か
し
い
」を
初
句
に
し
た
こ
と
で
印
象
深
い
歌
に
な
っ
た
。
会
話
し
な
が
ら
の
給
食
を
経
験

し
て
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
、
寂
し
さ
が
に
じ
み
出
る
よ
う
な
一
首
で
あ
る
。

こ
の
時
代
普
通
に
な
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
た
ま
に
は
み
た
い
み
ん
な
の
笑
顔

 

小
樽
市
立
望
洋
台
中
学
校 

２
年 

成
田　

一
音

【
講
評
】授
業
も
遊
び
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
を
等
身
大
の
言
葉
で
詠
っ
て
い
る
。
毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
み

ん
な
の
笑
顔
を
た
ま
に
で
い
い
か
ら
見
た
い
と
い
う
健
気
な
気
持
ち
が
伝
わ
る
。

自
粛
せ
よ
そ
う
言
わ
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
テ
レ
ビ
を
見
る
と
人
が
い
っ
ぱ
い

 

釧
路
市
立
共
栄
中
学
校 

２
年 

笹
川　

歩
夢

 

【
講
評
】コ
ロ
ナ
禍
で
の
、「
自
粛
」に
違
和
感
や
反
発
を
お
ぼ
え
る
発
想
は
多
い
。
だ
が
、
現
実
の
生
活
を
映
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た

テ
レ
ビ
の
世
界
と
の
間
に
妙
な
壁
を
感
じ
た
、
と
い
う
感
性
が
目
を
引
い
た
。

「
ト
モ
ダ
チ
」の
以
上
も
以
下
も
な
れ
ぬ
ま
ま
こ
の
道
を
何
度
歩
け
る
だ
ろ
う
？

 

釧
路
市
立
共
栄
中
学
校 

２
年 

髙
瀬　

遥
陽

【
講
評
】「
ト
モ
ダ
チ
」以
外
の
関
係
に
な
れ
な
い
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
た
気
持
ち
と
、
同
じ
道
を
歩
け
る
密
か
な
幸
せ
。
い
つ
か
は「
ト
モ
ダ

チ
」以
上
か
以
下
に
な
る
、
そ
の
リ
ミ
ッ
ト
を
下
の
句
に
自
分
の
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。

母
さ
ん
の
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
の
い
い
に
お
い
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ
お
父
さ
ん

 

札
幌
光
星
中
学
校 
２
年 

住
吉　

康
生

【
講
評
】父
親
の
好
物
の「
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
」で
誕
生
日
を
祝
う
。
そ
れ
も
、
母
親
の
手
作
り
の
も
の
で
祝
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
家
族
の

あ
た
た
か
な
空
気
を
感
じ
る
。
こ
の
歌
も
ま
た
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。
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体
育
館
シ
ャ
ト
ル
の
音
色
な
り
響
く
不
満
を
砕
く
ス
マ
ッ
シ
ュ
の
音

 

札
幌
市
立
栄
町
中
学
校 

１
年 

松
倉　

永
和

【
講
評
】体
育
の
授
業
、
あ
る
い
は
部
活
か
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
シ
ャ
ト
ル
が
響
く
と
い
う
活
発
な
上
の
句
の「
音
色
」が
、
下
の
句
に

よ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
鬱う

っ
ぷ
ん憤
を
砕
く「
音
」へ
と
転
換
さ
れ
る
仕
掛
け
が
巧
み
で
あ
る
。

真
っ
青
な
雲
一
つ
な
い
空
の
下
蝦
夷
富
士
眺
め
初
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

 

札
幌
市
立
東
白
石
中
学
校 

２
年 

中
野　

美
央

【
講
評
】澄
み
き
っ
た
雄
大
な
自
然
の
描
写
が
続
い
た
あ
と
に
、「
初
」と
い
う
新
鮮
味
の
あ
る
言
葉
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
、
統
一
感

が
出
て
い
る
。「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
」と
い
う
言
葉
の
み
で
人
物
を
表
現
し
た
の
も
よ
い
。

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
班
の
み
ん
な
と
協
力
し
ゴ
ー
ル
出
来
た
よ
ニ
セ
コ
の
川
を

 

札
幌
市
立
東
白
石
中
学
校 

２
年 

山
本　

実
空

【
講
評
】激
し
く
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
す
る
波
の
中
を
下
っ
て
ゆ
く
様
子
と
、
前
半
に
連
続
す
る「
ん
」の
リ
ズ
ム
が
妙
に
合
っ
て
い
て
面
白

い
。
地
名
を
最
後
に
も
っ
て
き
た
こ
と
で
、
ニ
セ
コ
の
自
然
が
印
象
に
残
る
効
果
が
出
た
。

目
の
前
が
見
え
て
る
と
き
の
決
意
な
ど
壁
の
前
で
は
役
に
立
た
な
い

 

せ
た
な
町
立
瀬
棚
中
学
校 

３
年 

川
南　

愛
奈

【
講
評
】目
標
を
前
に
し
て
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
は
、
先
の
こ
と
な
ど
見
え
な
い
。
見
え
て
い
る
と
き
に
し
た
決
意
は
役
に
立
た
な

い
。
つ
ら
い
現
実
に
立
ち
向
か
い
な
が
ら
の
叫
び
の
よ
う
な
一
首
が
胸
に
迫
っ
た
。

友
達
と
遊
ぶ
妹
見
送
っ
て
寂
し
く
も
あ
る
姉
離
れ
の
日

 

苫
小
牧
市
立
明
野
中
学
校 
２
年 

三
浦　
　

星

【
講
評
】遊
び
相
手
は
い
つ
も
姉
で
あ
る
自
分
だ
っ
た
の
に
、
友
達
の
で
き
た
妹
は
遊
び
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。「
寂
し
く
も
」あ
る
が
、

嬉
し
く
も
あ
る
こ
と
を
言
外
に
詠う

た

っ
た
と
こ
ろ
に
、
優
し
い
姉
の
視
線
を
感
じ
た
。
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ま
ど
を
あ
け
小
鳥
さ
え
ず
る
ね
む
い
朝
ほ
の
か
に
か
お
る
卵
焼
き
あ
り

 

苫
小
牧
市
立
光
洋
中
学
校 

２
年 

勝
木　

章
太

【
講
評
】朝
、
だ
ん
だ
ん
と
作
者
が
目
覚
め
て
い
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
て
、
視
覚
か
ら
聴
覚
、
そ
し
て
嗅
覚
へ
の
刺
激
で
完
全
に
覚
醒

す
る
。
朝
の
風
景
が
実
感
を
伴
っ
て
詠う

た

わ
れ
て
い
て
心
地
よ
い
一
首
で
あ
る
。

一
週
間
始
ま
り
告
げ
る
月
曜
日
私
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
あ
れ
、
開
か
な
い

 

登
別
市
立
鷲
別
中
学
校 

２
年 

野
崎
奈
菜
子

【
講
評
】自
分
と
い
う
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
る
こ
と
で
一
週
間
が
始
ま
る
と
い
う
着
想
が
面
白
く
、
さ
ら
に
、
月
曜
な
の
に
そ
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
開
か
な
い
と
い
う
。
月
曜
の
憂
う
つ
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
し
て
い
る
。

積
み
上
が
る
減
ら
ぬ
課
題
を
枕
に
し
現
実
逃
避
夏
の
夕
ぐ
れ

 

立
命
館
慶
祥
中
学
校 

２
年 

廣
瀬　

莉
子

【
講
評
】枕
に
な
る
ほ
ど
の
量
の
課
題
に
突
っ
伏
す
作
者
の
姿
が
描
か
れ
、
そ
の
季
節
、
時
間
帯
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
暑
さ
も
感
じ
る
。

ま
さ
に「
現
実
逃
避
」し
た
い
状
況
だ
ろ
う
。
思
わ
ず
応
援
し
た
く
な
る
歌
で
あ
る
。
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高
校
生
の
部

父
の
日
に
初
め
て
作
っ
た
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
父
の
笑
顔
が
く
れ
た
思
ひ
出

 

池
上
学
院
高
等
学
校 

２
年 

柏
原
可
奈
子

【
講
評
】他
の
ケ
ー
キ
よ
り
も
手
が
か
か
る
だ
ろ
う
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
を
、
父
親
の
た
め
に
作
っ
た
と
い
う
温
か
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
お
い
し

か
っ
た
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、「
笑
顔
」か
ら
良
い
父
の
日
だ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。

夏
休
み
課
題
に
追
わ
れGoogle
の
検
索
使
っ
て
答
え
を
探
す

 

帯
広
北
高
等
学
校 

１
年 

藤
村　

瀬
那

【
講
評
】現
代
ら
し
い
課
題
と
の
戦
い
方
が
描
か
れ
て
い
る
。Google

に
は
何
で
も
載
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
答
え
を
見
つ
け
る
の

が
難
し
い
こ
と
も
あ
る
。
答
え
が
あ
っ
た
か
を
書
か
な
い
こ
と
で
よ
り
現
実
味
の
あ
る
短
歌
に
な
っ
た
。

勉
強
を
始
め
た
ら
す
ぐ
言
わ
れ
た
よ「
あ
ら
め
ず
ら
し
い
」「
明
日
は
雨
ね
」

 

帯
広
北
高
等
学
校 

２
年 

馬
渕　
　

彩

【
講
評
】や
る
気
を
出
し
た
ら
水
を
差
さ
れ
る
。
あ
る
あ
る
だ
が
、
か
ぎ
カ
ッ
コ
付
き
の
台
詞
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
場
面
を
切
り
取
れ
て
い

る
。
母
が
畳
み
か
け
た
か
、
あ
る
い
は
母
と
姉
か
。
想
像
の
余
地
が
あ
っ
て
面
白
い
。

楽
し
み
で
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
早
く
着
く
今
か
ら
時
計
ゆ
っ
く
り
に
な
れ

 

帯
広
北
高
等
学
校 
３
年 

田
中　

碧
依

【
講
評
】相
手
を
待
つ
時
間
も
楽
し
み
た
い
、
と
い
う
下
の
句
の
展
開
に
小
さ
な
驚
き
が
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
と
相
手
を
待
ち
、
ゆ
っ
く
り

と
一
緒
の
時
間
を
過
ご
し
た
い
の
だ
ろ
う
。
そ
の
姿
勢
に
は
羨
ま
し
さ
す
ら
感
じ
る
。



30

汗
を
か
き
滴
り
落
ち
る
こ
の
暑
さ
だ
け
ど
食
べ
る
は
熱
い
ラ
ー
メ
ン

 

帯
広
北
高
等
学
校 

３
年 

渡
邊　
　

颯

【
講
評
】「
暑
い
時
に
こ
そ
、
熱
い
ラ
ー
メ
ン
が
最
も
お
い
し
く
感
じ
る
」と
い
う
、
ラ
ー
メ
ン
好
き
の
実
感
が
あ
ふ
れ
た
力
強
い
作
品
。

滴
り
落
ち
る
汗
の
表
現
が
、
酷
暑
の
中
で
の
充
実
感
も
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

さ
み
し
い
な
そ
つ
ぎ
ょ
う
の
じ
き
ち
か
く
な
り
と
も
と
す
ご
し
た
ひ
び
た
か
ら
も
の

 

札
幌
市
立
北
翔
養
護
学
校
高
等
部 

３
年 

堅
田　

真
衣

【
講
評
】卒
業
が
近
づ
き
、
友
の
大
切
さ
が
身
に
染
み
る
と
い
う
歌
。
や
や
素
直
過
ぎ
る
表
現
で
は
あ
る
が
、
率
直
な
初
句
に
始
ま
る
実

感
の
こ
も
っ
た
言
葉
が
、
友
達
と
一
緒
に
過
ご
し
た
高
校
生
活
を
輝
か
せ
て
い
る
。

学
校
祭
修
学
旅
行
も
無
く
な
っ
た
卒
業
前
に
ロ
ス
タ
イ
ム
乞
う

 

札
幌
創
成
高
等
学
校 

３
年 

金
𠮷　

真
暉

【
講
評
】主
に
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
中
、
競
技
以
外
に
使
わ
れ
た
時
間
を
補
う
ロ
ス
タ
イ
ム
。「
追
加
時
間
」の
意
の
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ

ム
で
は
な
く
、「
失
わ
れ
た
時
間
」と
い
う
言
葉
の
選
択
に
無
念
が
滲に

じ

ん
で
い
る
。

橘
の
香
る
庭
先
前
歩
く
君
の
袖
引
く
淡
い
恋
の
日

 

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校 

３
年 

池
田　

有
沙

【
講
評
】有
名
な
古
歌
を
思
わ
せ
る
世
界
観
と
自
分
の
恋
を
う
ま
く
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。「
昔
の
人
の
袖
の
香
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
念

頭
に
し
て
、
か
つ
て
の
淡
い
恋
の
記
憶
を
読
ん
だ
人
に
想
像
さ
せ
て
く
れ
る
。

墓
参
り
ご
先
祖
様
に
会
い
に
行
く「
あ
な
た
は
今
は
ひ
い
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

 

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校 
３
年 

小
川　

大
輝

【
講
評
】自
分
の
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
墓
参
り
に
、
甥
か
姪
を
連
れ
て
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。
甥
や
姪
と
は
会
っ
た
こ
と
が
な
く
て
も
ひ

い
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
血
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
歌
。
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朝
七
時
見
慣
れ
た
道
と
同
じ
バ
ス
学
生
服
も
あ
と
少
し
だ
ね

 

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校 

３
年 

金
澤　

彩
果

【
講
評
】時
間
、
道
、
バ
ス
、
学
生
服
。
ず
っ
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
日
々
が
、
卒
業
を
前
に
愛
着
の
対
象
と
な
る
不
思
議
。「
あ
と
少
し

だ
ね
」と
い
う
結
句
か
ら
、
一
緒
に
登
校
す
る
同
級
生
の
姿
ま
で
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

掛
け
声
で
手
繋
い
で
飛
ぶ
一
瞬
の
波
打
ち
際
の
夏
の
思
い
出

 

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校 

３
年 

竹
生　

亮
太

【
講
評
】一
列
に
な
っ
て
手
を
繋
ぎ
ジ
ャ
ン
プ
し
た
瞬
間
を
写
真
に
撮
っ
た
の
だ
ろ
う
。
語
順
の
選
択
が
巧う

ま

く
、「
の
」の
繰
り
返
し
も
心

地
い
い
。
波
の
音
や
笑
い
声
ま
で
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
、
さ
わ
や
か
な
歌
で
あ
る
。

縁
側
で
蚊
取
り
線
香
火
を
つ
け
て
光
と
と
も
に
恋
に
落
ち
て
く

 

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校 

３
年 

長
谷
川
愛
唯

【
講
評
】蚊
が
落
ち
る
よ
う
に
恋
に
落
ち
る
と
い
う
発
想
。
蚊
取
り
線
香
の
、
同
じ
軌
跡
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
り
続
け
る
よ
う
な
も
ど
か
し

さ
と
、
光
が
徐
々
に
前
進
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
、
恋
の
テ
ー
マ
と
相
性
が
よ
か
っ
た
。

放
課
後
に
私
ひ
と
り
の
教
室
で
こ
っ
そ
り
居
眠
り
彼
の
机
で

 

北
海
道
小
樽
未
来
創
造
高
等
学
校 

３
年 

渡
邊　

乃
愛

【
講
評
】「
彼
」と
遠
い
関
係
だ
っ
た
な
ら
緊
張
し
て
居
眠
り
ど
こ
ろ
で
は
な
い
気
が
す
る
。
心
許
し
た
関
係
だ
か
ら
こ
そ
、
ほ
っ
と
で

き
る
場
所
と
し
て
彼
の
机
を
選
ん
だ
。
そ
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
浮
か
び
楽
し
く
読
ん
だ
。

変
わ
り
ゆ
く
友
の
姿
に
よ
ろ
こ
び
と
せ
つ
な
さ
お
も
う
ひ
と
り
の
夜
に

 

北
海
道
釧
路
湖
陵
高
等
学
校（
定
時
制
） 
４
年 

米
澤　

一
哲

【
講
評
】同
じ
時
間
を
共
有
し
て
き
た
友
の
変
化
へ
の
戸
惑
い
を
、
ひ
ら
が
な
を
使
っ
て
う
ま
く
詠う

た

っ
て
い
る
。
結
句
の「
ひ
と
り
の
夜
」

で
、
そ
の
時
の
感
情
を
表
に
出
さ
ず
家
ま
で
持
ち
帰
っ
た
葛
藤
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
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誰
に
で
も
隠
し
て
お
き
た
い
も
の
は
あ
る
マ
ス
ク
の
下
の
ニ
キ
ビ
跡
と
か

 

北
海
道
札
幌
北
高
等
学
校 

３
年 

武
藤　

由
奈

【
講
評
】な
に
か
秘
密
が
あ
る
の
か
と
思
っ
た
ら
、
下
の
句
で「
ニ
キ
ビ
跡
」の
こ
と
か
、
と
思
わ
せ
て
、「
と
か
」と
終
わ
る
こ
と
で
や
は

り
秘
密
も
あ
る
の
だ
と
匂
わ
せ
る
。
読
み
手
を
楽
し
ま
せ
る
作
り
が
巧
み
で
あ
る
。

リ
モ
ー
ト
の
授
業
に
も
慣
れ
今
ゆ
え
の
愉
し
さ
見
つ
け
る
高
一
の
春

 

立
命
館
慶
祥
高
等
学
校 

１
年 

名
取
秀
太
郎

【
講
評
】お
そ
ら
く
高
校
受
験
の
時
期
も
コ
ロ
ナ
禍
に
当
た
り
、
大
変
な
思
い
を
し
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
新
し
い
授
業
形
態
に
慣
れ

て
、
愉た

の

し
さ
ま
で
見
つ
け
る
、
現
代
の
若
者
の
前
向
き
な
歌
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
。

振
り
向
け
ば
い
つ
も
そ
こ
に
は
君
が
い
て
式
を
解
い
て
も
出
せ
な
い
正こ
た
え解

 

立
命
館
慶
祥
高
等
学
校 

３
年 

今　
　

裕
矢

【
講
評
】君
と
の
距
離
は
近
い
が
、
振
り
向
か
な
け
れ
ば
見
え
な
い
微
妙
な
距
離
で
あ
る
。
数
学
の
式
は
解
け
て
も
、
二
人
の
今
、
今
後

は
ど
う
考
え
れ
ば
い
い
の
か
。
青
春
の
葛
藤
に
つ
い
て
想
像
力
を
か
き
立
て
る
歌
。




